
デザインのテイストを損なわず8スポークと
10スポークという異種のディテールを
違和感なく表現した、全く新しい
コンセプトのスポークホイールです。

8/10スポークという異種のディテールを違和感なく融合、オクトデックが可能にした新たな
コーディネイト！ フロントES8スポークとリア TS10
スタイリングにアクセントを演出

ロクサーニ VXオクトデック

OCTDEC（オクトデック）とは、OCT--------ラテン語/ギリシャ語の“8”を表す接頭語（単語の構成要素/語の上について意味を成す。/octave
　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （8度音程）/octal（8進法）/octagon（8角形）
                                          DEC--------ラテン語/ギリシャ語の“10”の意味（decimeter（1/10メートル）/decimal system（10進法）
それぞれが、 “8”と“10”を意味する単語を開発コンセプトに合致するために表現した、合成の造語です。

太陽光で撮影したOCTDEC ES8
空のブルーと路面のグレイが見事に
映り込んでいます。

③ロクサーニブランドを強調したシンボル
マークを中央に配し、商品名もレッドで
刻印されたブランド力を主張。

②スポークにモールドされたロクサーニの
シャープな刻印はクォリティーの証明。

①リムの際まで追い込まれた天面のブライト
ミラーポリッシュ部がワンサイズUPの迫力
あるスタイリングを演出します。

オクトデック
ES８

オクトデック
TS１０

通常のポリッシュ加工は、炭素鋼系の超硬バイトでホイール表面を1回削る工程です。しかし
オクトデックのブライトミラーポリッシュは1回切削した溝にさらに2度、3度の再加工を施すこと
でポリッシュ幅を均一化でき、削るだけではなくポリッシュ溝に均一の Rをつける事で、外観上
ポリッシュが細かく均一の幅で切削され鏡面のように見えます。この加工が実現したのは高精度
の旋盤機。通常の旋盤機と異なり
ホイールを回転させながら削る際に、
チップとホイールとの距離と深さが
一定で、削る速度も細かく制御可能な
旋盤機を採用しています。

オクトデックの表面処理には「人工ダイヤチップ」を使用して研磨を施しています。

通常のポリッシュ加工 ブライトミラー
ポリッシュ加工

同一のディテールをコンセプトにしながら
異種の個性。

8/10スポークという異種同一性の
コーディネイトを楽しむ。

ロクサーニシリーズを踏襲したディスク
デザインで1サイズアップの迫力！

ブライトミラーポリッシュが可能にした
屈折を利用したコンケイブ。

新たな表面加工で統一された個性。
ブライトミラーポリッシュ

俊敏な走りを演出する
8スポーク

艶やかで流麗な印象
10スポーク

FRONT     REAR

鮮麗なミラーカットのディスクが映し
出す鮮やかで繊細な表情

ブレーキキャリパーが覗くクーリングと
安定感を増すレーシーな印象

屈折ポイント SIDE VIEW

TOP VIEW
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ES8 ES8

ブライトミラーポリッシュにより、ディスクの表面が鏡面に近い仕上げ
になる事で、屈折のポイントが明確になり、入射角度が異なることで映り
込みの陰影を作り出し、コンケイブの陰影の表現が可能になりました。

オフセットの浅いKカー
でも足元の奥行き感の
あるスタイリングが
実現しました。

明るい 暗いグラデーション

溝が荒く先端が鋭利な
ため虹色に光る

溝が細かく先端にRが
あり鏡面に近い
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